怪 貨物船 あらわる！ 



北緯 二十 度、 東経 百 十五 度。 

ホンコン 

というと、 そこ はちょう ど 香港 を 真南に 三百 五 

十 キロば かりく だった 海面で あるが、 警備 中の わが 

くちくかん 

駆逐艦 松風 は、 一せ きの あやしい 中国 船が 前方 を 南西 

へむ かって 横ぎ つてい くの を 発見した。 

「_ —— 貨物船。 推定 トン 数 五 百 トン、 船尾に 〃平靖 号" 

の 三 字 をみ とむ …… 」 

と、 見張 兵 は、 望遠鏡 片手に、 大声で どなる。 



艦橋に は、 艦長の 姿が あらわれた。 そして これ も 双 

そうぼう 

眼鏡 を ぴたりと 両眼に つけ、 蒼茫と くれゆく 海面に 黒 

煙 をう しろに ながく ひきながら、 全速力で 遠ざかり ゆ 

くその 怪 貨物船に じ つ と 注目した。 

「商船旗 も だしてお りません し、 さっきから 観察して 

いますと、 多分に あやしむべき 点が あります」 

副 長が、 傍から 説明 を はさんだ。 

艦長 は、 それ を 聞いて、 双眼鏡 をに ぎりし め、 ぐつ 

あ 一 J 

と 顎 をむ こうへ つきだした。 

「追え！」 

命令 は 下った の だ。 



近づいた。 

駆逐艦のお -1 ドに、 さっと 信号旗が ひるがえった。 

〃停船せ よ！〃 

怪 貨物船 は、 この 信号 を 知らぬ かおで、 そのまま 航 

走 をつ づけた。 甲板 上に は、 たった 一 人の 船員の すが 

たも 見えない。 さっきまで は、 そうではなかった。 双 

眼鏡の そこに、 たしかに 甲板に うごく 船員の すがた を 

みとめた のに。 

停船 命令 を 出した のに、 怪船 がそれ を 無視して その 

まま 航走 をつ づける とあって は、 わが 駆逐艦 も だまつ 

ている わけに はいかない。 副 砲 は、 一せ いに 怪 船の 方 



にむ けられた。 撃ち方 はじめの 号令が 下れば、 貨物船 

はたち まち 蜂の すの ようになって、 撃沈せられ るで あ 

ろう。 雨 か 風 か、 わが 乗組員 は 唇 をき ッと むすんで、 

怪 船から 眼 を はなさない。 

それが きいた のか、 怪船 はにわ かに 速力 をお とした。 

それと ともに、 甲板の ものかげから、 ねずみの ように 

船員た ちが かお を 出して は、 また 引つ こめる。 

きし リん けんたい 

岸 少尉 を 指揮官と する 臨検 隊が、 ボ— トに うちの つ 

て、 怪 貨物船に 近づいて いった。 むこうの 方で も、 も 

げんそく け い はし > J 

う 観念した ものと 見え、 舷側から 一 本の 繫 梯子が つり 

下げられた。 わが ボ— ト はたく みに その 下によ つた。 



隊長の 部下が どうして これ を 見お とそう か、 剣つ き 銃 

を もって、 隊長の 前に 白 匁の ふすま をき ずいた。 

「とまれ！」 

もう 一歩 隊長の 方へ よってみ ろ、 そのと き は 芋 ざし 

だぞ という はげしい いきおいだ。 

「あ ッ、 危 ねえ！」 

ひちょう 

かの 半裸の 中国人 は、 飛鳥の ように 後へ とびさが つ 

たが、 そのと き 臨検 隊の 一同 は、 おやという 表情で、 

その 中国人の かお をみ つめた。 それ も 道理 だ。 その 中 

国人が、 "あ ッ、 危 ねえ！" と、 きゅうに あざやかな 日 

本 語 をし やべ つたから である。 



竹 見太郎 八と いう 者です。 この 貨物船 平靖 号の 水夫 を 

して レ ま， t9」 

「ふん、 竹 見 太郎八 か、 お前、 なぜ こんな 中国 船の 水 

夫と なって はたらい ている のか」 

「はい。 私 はなに も 申 上げられません。 しかし、 さつ 

きも 申しました とおり、 船長が あなたに お 目に かかり 

こうし つ 

たいとい つてい ますから、 まげて 船長の 公 室へ おいで 

くださいません か。 これに はいろ いろ 事情が ありまし 

て …… 」 

水夫 竹 見 は、 俄にて いねいに なって、 岸 隊長 をう ご 

かそうと する。 その 熱心が、 彼の 顔に はっきり あらわ 



「もちろん 日本で ございます」 

「日本 船なら、 なぜ 船尾に 日章旗 を 立てない のか」 

しさ い 

「おそれ 入ります が、 これに はいろ いろ 仔細が ござい 

まして …… 」 

と、 かの 虎 船長 はー揖 して、 きっと 形 を あらため、 

かたり だした ところに よると、 

「 —— この 平靖号 は、 中国から 分捕った 貨物船で あり 

まら ハ さ! T 

まして、 払 下 手続 をと つ て 手に入れ たもので あります。 

この 汽船に は 四十 八 名の 乗組員が おります が、 どれ も 

これ も 中国語 をよ く あやつる。 しかし そのうち 八 名 を 

きっすい 

除いて、 のこり 四十 名 はいずれ も 生粋の 日本人で ござ 



ほうえ 

たくらい の 盛大な 法会が 行われた そうだね」 

と 妙な こと を 岸 少尉 はしゃ ベリ だした。 

「は あ、 そうでし たか」 

きこう 

「そうでし たかと いうと ころ を 見る と、 貴公 は 知らな 

いと 見える ね。 —— その 法会に 参加した 人数 は 五十人 

あまり、 法会の 模様から さっする と、 これ は 団体 的 葬 

儀の 略式なる ものであった という ことが 分った。 その 

よ- フ ぼ- フ かい い 

中に 一 人、 容貌 魁偉に して、 ももより 下、 両脚が 切断 

されて 無い という 人物が 混って いたそう だが、 そうい 

うはな し を 貴公 は 聞いた ことが ないか。 なんの ための 

ひめた る 団体 葬儀であろう か。 仏の 数が 五十人 あまり、 



で 椅子から とび 下りよう としたが、 結局 それ を あきら 

めて、 

r ヽヽ / ゝ ヽ ヽヽヽ o ヽヽヽ 、■ 
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と、 妙な わらい 方 をした。 隊員 一同 も、 わらい もで 

きず、 くすぐつ たいかお をして 唇 をかん でい る。 臨検 

隊員 は、 少尉の 言葉の いみ を やっと 諒解して、 ものめ 

ずらしげ に 一 同の かお を 端から 端へ いくど もじろ じろ 

となが め やる。 向う の 一団 は、 いよいよ 顔の やり 場に 

こま つ ている 様子 だ。 

そうちょう 

そのと き 岸 少尉 は、 き ッと形 を 改め、 荘重な こえで、 

「臨検 は、 これで 終了した。 なお、 おわりに 四十 何人 



ゥェ ー の 船と は、 ちかごろめ ずらしい」 

いま 船橋で 話題に のぼって いるの は、 さっきまで こ 

の 平 靖号を 臨検して いたわが 駆逐艦が、 その 臨検 中に 

見つけた 新しい 一隻の 怪船 のこと だった。 わが 駆逐艦 

は、 その 間近 かにせ まっている。 そのと き怪船 は、 と 

つ ぜん ノ— ルゥェ ー の 国旗 を 船尾に さ つ と 立てた ので 

ある。 

「どうも あの ノ— ルゥェ —船 は あやしい よ。 むこう も 

貨物船 だが、 あ の スピ— ドの ある Y J ととい つたら、 さつ 

き は 豆粒 ほどだった のが、 今 はこうして 五 千メ— トル 

ぐらいに 近づいて いる」 



きを のんで 二三 歩 前に 出た。 

「ああ 船長。 私 は、 折角です が、 この 船から 下りたい 

のであります」 

「なに ィ …… 」 

虎 船長 は、 あっけに とられて、 竹 見の 顔 を あらため 

て 見なお した。 



Jul 号 旗 



と、 はきだす ようにい つた。 

ノ— マ 号 は、 もうす こしで 平靖 号と 並行し そうな 位 

置まで 近づいて いた。 そして ャ— ドに はたし かに 用談 

ァリ、 停船 ヲ乞ゥ の 信号が 出て いた。 甲板 を 見 わたす 

と、 赤い 髪に 青い 眼 玉の 船員 や 水夫が、 にゃにゃ うす 

わらいしながら、 こっち を 見お ろして いた。 

虎 船長 は、 うむとう なって、 

「用談と は 何の 事 だ。 聞き かえして やれ」 

といった。 

信号旗 は、 こっちの；^ -— ド にも、 するすると あがつ 

た。 



すると、 すぐ ノ— マ 号から 返事が あった。 

"飲料水、 野菜、 果実 ノ 分譲 ヲ 乞ゥ。 高価 ヲ以テ 購ゥ" 

それ を 見て 虎 船長 は、 

「駄目 だ。 本船に も、 その 貯蔵が すくない から、 頒け 

ホンコン シン ガポ— ル 

て やれない。 香港 か 新嘉坡 へいって 仕入れたら よかろ 

うとい つ て やれ」 

と、 命令した。 

いちれん 

その 信号 は、 再び 平靖 号の；^ -— ドに、 一 連の 旗と なつ 

て ひらひらと ひるがえった。 

すると、 また 折 かえして、 ノ ー マ 号からの 返事が あつ 

た。 



"ゼヒ 分譲 タノ ム。 量ノ 如何 ヲ問 ヮズ、 本船 二 〔# 「本 

かいけつびょう 

船 二」 は 底本で は 「本船に 匕 壊血病 多数 発生 シ、 ソノ治 

療 用ニァ テル タメ ナリ" 

ノ ー マ 号 は、 壊血病 患者が たくさん 発生して いるか 

ら、 ぜひ 野菜 や 果実 を わけて くれと いう 信号な ので あ 

る。 

「壊血病と は、 気の毒 じ や」 と、 虎 船長 はいって、 く 

び を ふった。 

「じゃあ、 すこし わけて やる ことにす るか」 

と、 いって、 事務長の 方 を ふりかえった。 

「でも、 本^の 貯蔵 量 は、 ほんと にぎりぎ り 間に合う 



やに 大きく みえる のが 人情なん だろう か」 

船長 は、 ふしぎ そうに、 くび を 左右へ ふった。 

そのうちに 平靖 号の ボ — ， r は、 停船して いる ノ ー マ 

号の 舷側に ついた。 緦 梯子 は、 すでに 水ぎ わまで 下さ 

れ ていた。 

例の カンバスが、 一度 とりのぞかれ たが、 すぐ 元の 

ように、 品物のう えに 被せられた。 ノ ー マ 号の 船員に 

ちょつ と 見せた だけの ようで あ つ た。 

ボ— ト から は、 事務長 を 先頭に、 三人の 者が、 緦梯 

子 をす るする との ぼって、 ノ— マ 号の 甲板に 上った。 

ノ ー マ 号の、 高級 船員ら しいの が 五六 人、 そこへ 集つ 



おかまいなしで、 むこうの 水夫 をつ かまえて、 手真似 

ではなし をして いる。 

さゆう：：：' 

「どうだい。 これ は 胡瓜の 缶詰 だ。 ほら、 ここに 胡瓜 

のえ が 描いて あるだろう。 欲しけ リゃ、 お前た ちに 呉 

れて やらね えこと もない ぜ、 あは はは」 

集って きた ノ— マ 号の 水夫た ち は、 竹 見の 顔色 をう 

かがいながら、 ごくりと 咽喉 をなら した。 

なんじ 

「われわれ は、 その 缶詰が 欲しい。 そのかわり、 汝は 

なに を ほ つ する か」 

と、 むこう も 手真似 だ。 

「そうだね え 」 



ん できた と 思う と、 いきなり 手 をのば して、 竹 見の 口 

から、 火の ついた 煙草 を もぎと つた。 

「あれ ッ、 らんぼう するな。 おれに、 煙草 をす わせな 

い つもり か」 

竹 見 は、 ことば も はげしく、 中国語で どなりつけた _ 

そして すばやく みがまえた。 だが、 彼の 眼光 は、 どう 

したわけ か、 てつの ように 冷たく すんで、 相手の 顔色 

を じ つ とうかが つ ていた。 

「いのち 知らず の、 黄い ろい 猿め！ とんでもない 野 

郎 だ！」 

そういつ たの は、 ノ ー マ 号の 始員 だ。 



「なんだ。 まだな にか あるの か」 

「へえ、 もう 一 つ、 厄介な こと をい つてき ました。 虎 

船長から、 じきじきの 命令で さあ」 

といって、 常 日ごろ、 ばかに 年寄り じみた こと をい 

うので、 "お 籁" と 綽名の ある 丸本 水夫 だが、 すこし 

とうわく 

当惑の 色が 見える。 

「なんだ、 やっかいな ことと いうの は」 

「ほら、 あの 竹の ことで さあ。 さっき われわれ 一行の 

まぎ 

中に 紛れ こんでい ましたね。 彼奴 は カンバスの 下に 野 

菜と 一緒にな つて かくれて いたんで すよ。 ところが 虎 

船長、 大の御 立腹です わい。 いま も 船からの 信号で、 



事務長 も、 これに はかえ す 言葉 もなかつ たが、 さり 

とて こんなと ころに ぐずぐず している わけに もい かな 

ヽ o 

レ 

「竹の 刑罰の こと は、 おれが 保証して、 かるく してや 

まえ 

るから、 お前 一 つ つかまえろ」 

「困った な あ。 重禁錮に しない 約束、 くい 物と 酒 は 

たっぷり 竹に やって くれる 約束、 それなら 引受けます 

けいりゃく 

ぜ。 わしゃ 計略 を もって、 竹の やつ を 縛つ ちまい ま 

さあ」 

「くう もの はくい、 のむ もの はの む 囚人なん て 聞いた 

ことがない が …… 仕方がない、 おれが 虎 船長に とりな 



あるのに 気がついた。 

火薬 船 

丸本 は、 はっとお もった。 

どうも、 さっきから、 竹 見の そぶりと いう 奴が、 

,1 向腑 におち ない。 あれほどの 仲良しの 竹 見から、 ナ 

ィフ を、 なげつけられよう などと はまった く 想像 もし 

なかった ので ある。 でも、 とんで くる ナイフ は、 ぜひ 



受けと めねば いのちに かかわる。 そこで、 こっち も 手 

はやわざ 

練の 早業で、 やっと ナイフ を 受けと めて みると、 その 

ナイフの 柄に、 布 ぎれ がつ いていた のであった。 それ 

に はお どろいた。 

おどろ 

いや、 愕き は、 それば かりで はない。 その 布 ぎれ に 

は 文字が したため てあつた。 彼 は、 すばやく その 文字 

を 拾いよ みした。 

* 火ャク 船ダ。 ォ レハノ コル ヨガ 

彼 は、 たてつづけに 二三 度、 それ をよ みかえした。 

リ ようか い 

しかし、 そのいみ を 諒解す るに は、 まだ その上、 五六 

度 もよ みかえさねば ならなかった。 そして、 その 真意 



がわかった とき、 丸木のから だは、 昂奮で ぶるぶる ふ 

るえ だした。 

「うむ、 "火薬 船 だ、 俺 は 残る よ" そうか、 この ノ ー マ 

号 は 火薬 を つんだ 船な のか、 それで、 竹 見の やつが、 

この 船に のこる というの か」 

丸本 は、 ちらと、 竹 見の 方に、 すばやい 眼 を はしら 

せた。 

グど うだ ナイフに つけて やった 手紙の 文句の いみが 分 

るか， 

と、 いいたげ な 竹 見の 目附 であった。 

「竹 見の 奴、 この ノ— マ 号が 火薬 船 だ から 残る という 



こ 

「51曰げ！」 

事務長 は、 舵 を ひきながら、 命令した。 

「竹 見の 奴 は、 あの ままで いいので すか」 

と、 一 人の 水夫が 聞いた。 

「うむ —— J 

と、 事務長 は、 答えに つまった。 

「仕方がな いじ やない か。 それとも、 お前に 智恵 でも 

あるか」 

これ は 丸本の 言葉だった。 

水夫 は、 だまって しまった。 

ボ— トは、 だんだんと ノ— マ 号から はなれて いく。 



事務長 は、 舵 をと りながら、 ノ— マ 号の 船 上に、 脱走 

水夫 竹 見の すがた を もとめた が、 どこに いるの か、 さつ 

ぱリ 分らなかった。 ただ そこに は、 ノ ー マ 号の 水夫た 

ちが、 おもいおもいに、 こっち を 馬鹿にし きった かお 

で、 見お くって いた。 

まったくの ところ、 馬鹿にされ たような この ボ J r 

派遣で あ つ た。 

さて 竹 見 は、 一 体 どうしたの であろう か。 彼 は、 前 

から 退 船の 意志 を もっていた。 その 理由 は、 虎 船長に 

具申した たびに、 後に しろと かたづけられて しまった 

が、 彼の 真意 は、 駆逐艦 松風の 臨検 隊員 をむ かえて、 



ん どんう ごいて いるう ちに、 秘密 の 火薬 船 ノ ー マ 号の 

うえに、 ただ 一人 取りの こされて しまった という わけ 

である。 

〃死に神， 船長 

がんりき 

ノ— マ 号 を 火薬 船 だと、 観察した 竹 見の 眼力 は、 な 

かな かえらい ものだった。 

煙草 を 甲板で 吸う と、 船員た ちが 顔色 を かえた。 I 



I たった それだけの ことで、 竹 見 は 万事 を さとった の 

である。 

(火薬 船と は、 こいつ は 有難い！) 

竹 見 は、 思いがけない 宝の 山 を ほりあて たように 

思った。 これなら、 彼の あこがれ ている 冒険 味 百パ— 

まんき つ 

セントの 世界 だ。 彼 は、 当分 この 船で、 スリル を 満喫 

したいと かんがえた。 

それだけ ではない、 竹 見 をして この ノ— マ 号に 停ま 

ら せた 理由が あった。 

それ は 外で もない。 この 切迫した 世界情勢の 下にお 

いて、 香港の 南方 を、 変な 国籍の 船が 火薬 を 満載して、 



うろうろして いるなん て、 どうもた だ 事で はない とお 

もった からで ある。 

(ふむ、 この 火薬 船が、 どこで なに を やる つもりな の 

か、 これ は 日本人と してう つかりして いられない ぞ！) 

そうお もった 彼 は、 得たり ゃ応 と、 ノ— マ 号で がん 

ばる ことに 決めて しまったの である。 ノ— マ 号が、 こ 

れ からな に をす るか、 それ を 監視して やろう。 これ は 

きっとお もしろ いこと になる ぞと、 ほく そ 笑んだ ので 

ある。 

巨人 ハルク を、 いちはやく 味方に つけた こと は、 竹 

見の はやわざであった。 竹 見 は、 ハルク さえ 味方に つ 



船長 ノルマン は、 船橋のう えから、 甲板へ こえ かけ 

た。 これ もちよつ とした 中国語 をつ かう。 

「へえ、 I 」 

竹 見 は、 わざと 頭脳のに ぶそうな 声で、 返事 をした。 

「へえ じ やない ぞ。 いそいで、 ここへ 上って こい」 

船長の 語気 は、 一語 ごとに あらくな つてい く。 

(船長め、 どうした のか ナ) 

はくじん くび 

竹 見 は、 白 » で 頸す じ をな でられた ような 気味の わ 

る さ をかん じた。 

「へえ、 ただ今」 

とこた えて、 竹 見 は、 ハルクに、 ちくり と 目^せし 



た。 

ハルク は、 無言の まま あご をし やくった。 

せんきょう 

(船長の いうと おり、 船橋への ぼれ) 

といつ ている ので ある。 

しょうこうだん 

竹 見 は、 にや ッ とわら つて、 いそぎ 足で、 昇降 段 を 

のぼ つ た。 

たんせい 

下から、 ほ ッほッ という 嘆声が 聞え た。 竹 見が まし 

ら のように 身軽に のぼって いったの を、 水夫 どもが 感 

心して いるら しい。 

「へえ、 なに か 御用です か」 

と、 竹 見 はぬ つと かお を 前に つきだした。 



たんで がすよ。 死刑になる 日まで、 どこに 待つ やつが 

ある もんです か。 丁度い い 塩梅に、 ボ— トが こっちへ 

出る という こと を 聞いた もんで、 それに もぐりこ みや 

した」 

竹 見 は、 口から 出 まかせ を、 べらべら しゃ ベリな が 

しゃべ 

ら. よく まあこう もうまい ことが 喋れる もの だと、 自 

分ながら 感心した。 

に むし 

船長 ノルマン は、 苦が 虫 を かみつぶ したよう なかお 

をして、 聞いて いた。 そして 竹 見の 言葉が おわっても、 

そのまま 無言で、 竹 見 を にらみつけ ていた。 

あまりい い 気持の もので はない。 



二三 分た つた 後の こと、 ノルマン は、 熱が 出た 病人 

のように からだ を ぶるぶると ふるわせ ると、 はきだす 

ように いった。 

「うそをつけ、 小僧。 貴様 は 日本人 じ やない か！」 

てごわ 

手剛ぃ ノルマン 

水夫 竹 見 は、 肚 のなかで、 あっと さけんだ。 

"うそをつけ、 小僧、 貴様 は、 日本人 じ やない か！， 



と、 船長 ノルマンから、 だしぬけに 一 かつを くらわ 

せられた ので ある。 全く 不意 打 を くらった ので、 びつ 

くりした。 だが、 竹 見 は、 こういう ときの しぶと さに 

ついては、 人後に おちない 自信が あった。 

(ふ ン、 なに をぬ かすか) 

と、 口の 中で いっていた。 

「どう だ。 ちゃんと、 当ったろう。 当ったら、 すなお 

はくじょう 

に、 日本人で すと 白状し ろ」 

船長 ノルマン は、 威 丈 高に なって、 竹 見 を きめつけ 

た。 

「日本人 だったら、 大人 は、 なに か、 わしに 呉れ るん 



しこまって いる。 

「 火薬 船 だ というが、 はたして 本当 かどう か、 なぜ もつ 

と はっきり しらべて こな かったん だ。 竹 見の 奴が、 

だっせん てまえ 

脱 船したい 一 心で、 火薬 船な どと 手前 をつ くろう 手 も 

ないで はない からのう」 

事務長 は、 髭面に は 似合わず、 少女の ように はじら 

、 、、ゝ フ 、 

レ な 力、 ら 

「どうも ソノ、 あの 場合 ぐずぐずして いると、 こっち 

の 部下た ちが、 みんな 海の 中に、 なげこまれそう になつ 

たもんで して ナ。 なにしろ 多勢に 無勢と いう やつです _ 

そのうえ、 向こう は、 なかなか 手剛 いごろ つき ぞ ろい 



と、 長官 アンドレ 大佐 は、 大きく 肯 いて、 

「そこで じ や。 ポ ー ニンが、 しきりに セメント を 買い 

あつめて いると いうが、 それ は 本当 か」 

「本当です とも。 まだ 口約束 だけの ことです が、 私の 

部下の しらべて きたと ころに よると、 こんなに 有り ま 

す。 このと おり、 全部 あつめる とたい へんな 量です」 

警部 モロ は、 鞫の 中から、 いろいろな 形の 紙 を 重ね 

あわせた 書類 束 を とりだした。 

「ええと、 これが 五 百 袋。 こっちの 商会が、 千 二百 袋 _ 

また こっち は、 三百 袋。 …… 」 

「合計して、 どのくらいになる のか」 



みた いなもので ございます。 まったく、 ばかばかしい 

値段で …… 」 

「それ は、 どうした 品物 かね。 つまり 品質のと ころ は 

どう だね」 

「いや、 その 品質と いう 奴が、 すこし 他の ものと はか 

わって 居りまして ナ、 そこのと ころが 値段 をお 安くね 

が つ ている ところで ございま すが、 つかいみち によ つ 

て は、 りっぱに ^えます ので 」 

モロ は、 わざと、 相手の 求めて いるの を、 知らん ふ 

り をして、 自分に 都合の いい 方へ 引 張り こんでいく。 

なかなか 達者な ものだった。 しかし ポ— ニン 氏 も、 二 



モロ は、 腹の 中で、 にやり と 笑った。 

(う ふ、 ポ— ニン 奴。 太陽光線 のこと はどうで もい い 

といった が、 すると ポ ー ニンの やつ は、 例の セメント 

を、 太陽の 光が 届かない ところで 使う こと を 白状した 

よ、 つな もんだ J J J J ^ 

かおつき 

だが、 モロ は、 それ を 顔 付に は 一向 出さず、 

「あとの 欠点 は、 それほど 目立った もので はあり ませ 

んが —— まあもう 一 つ は、 つまり ソノ、 潮風と か 塩気 

に 当ります と、 くろい 汚点が 出て まいり ますんで」 

といって、 モロ は、 ポ ー ニン 氏の 顔色 を、 じっとう 

ゝ や、 r\ 二 o 

力 力った 



(はは あ、 ポ— ニンの 奴 は、 買い こんだ セメント を、 

海洋 方面で 使 うんだ な。 とうとう 大事な こと を 白状し 

てし まった ような もの だ。 俺 も、 なかなか 大したう で 

を もっている わい) 

だが、 それ はむ ねから 下に、 おさえて おいて、 

「いや、 黒く 色が つくだけ のこと で、 べつに 品質が か 

わると いう 意味で は ございま せんので …… 」 

「もう 他に、 どんな 欠点が あるの か」 

「いや、 もうあと に、 なにもありません」 

「そうか。 ではす こしかん がえ たうえで、 買う か 買わ 

ないか を、 はっきり 決めよう。 そのうちに、 僕の 方 か 



分りになります か」 

アンドレ 大佐 は、 首 を 横に かしげて、 怪訝な かお を 

した。 

「なんだ、 それ は。 まるで 謎々 の だいみたい ではない 

か。 このい そがし いのに、 そんな 遊戯 はよ そうで はな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「はは はは。 長官 閣下、 これ は、 遊戯的な 謎々 では あ 

ふく かいきせ い 

リ ません。 現下の 国際情勢の 複 怪奇 性 を 解く 重大な 鍵 

の 一 つであります ぞ」 

「ほう、 モロ 警部。 はやく 結論 をい つたが いい」 

長官 アンドレ 大佐 は、 自分の 長い 髭 を 指先で、 ちょ 



「うん」 

「つま リ、 これで 判断す ると、 ポ— ニンが これから そ 

の セメント をつ かおうと する 所 は、 塩気が あるので す _ 

—— さきに 申 上げた 第一 で、 地底 か 海底 かの どっち か 

とき まり、 次の 第二で、 塩分の 多い という 条件が 入れ 

ば、 結局 その 答 は、 ポ— ニンの やつ、 海底で その セメ 

ントを つかう の だとい うこと になる ではありません 

か」 

「なるほど、 なるほど。 それでよ く 分った。 たった 二 

つの 質問で もって、 そのような 重大 事実 をつ きとめた 

と は、 最近 モロ 警部 は なかなか 凄腕に なった もの だ」 



もうが、 君 はま だ その 方 を しらべき つて いないの かね」 

「は あ、 まだです が …… 」 

といつ たきり 警部 モロ は、 ぼうの ように 固くな つ た _ 

なるほど、 あの セメント を 海底へ もっていって 何 をす 

るつ もリ か。 これ はたい へんな 大 問題で ある。 

サイゴン 近し 

謎の ポ —ニン 氏から、 極東 セメント 商会の 外交員 を 



竹 見 は、 おもわず、 大きな こえ を 出した 

おお 平靖号 



「あつ、 あの 船 は！」 

と、 竹 見が さけんだ の も 道理であった。 スクリ ー ン 

のうえ に、 とつぜん 現れた 汽船 は、 これ ぞ竹 見が 先に 

乗組んで いた 仮装 中国 貨物船の 平靖 号であった ではな 

ヽゝ o 

レ 力 



が、 ほとんど 画面の 全部 を うずめて いるく らいの 大き 

さ だ。 どうやら、 これ は 倍率の 大きい 望遠 レンズの つ 

いた 器械で うつした ものら しい。 

そのと き、 竹 見が ふと 気がつい たの は、 平靖 号の 船 

腹に、 一隻の ボ— トが、 大きく ゆれながら、 繋留して 

いる ことだった。 その ボ ー トに は、 不似合いな 大きな 

はたが、 はためい ていた。 

(おお、 あれ は 軍艦旗の よう だ！) 

竹 見 は、 どきん とした。 いやな ところ を、 船長 ノル 

マン はう つした もの だ。 これ はどう やら、 平靖 号が、 

岸 少尉の 指揮す る 臨検 隊を 迎えた ときの 光景で は ある 



(もう、 これ は 諦める しかない) 

たんそく 

えい、 竹 見 は 嘆息した。 たしかに この 映画 をみ ると、 

一同が 日本人で ある こと は、 明白であった。 

「船長さん。 わしに こんな 映画 を 見せて、 それで どう 

しょうと いうので すか」 

竹 見 は、 自分から お先に 切り込んだ。 

「ふ ふ ふ ふ。 貴様 は なかなか はなせる 男 だぞ。 そこで 

こっちの たのみと いうの は、 平靖 号まで 貴様に、 使い 

にいつ て もらいた いの だ」 

「なに、 わしに 平靖 号へ、 つかいに いけと いうので す 

> ヽ I 

力 レ」 
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じがね 

「やかまし いやい」 船長 ノルマン は、 地金 を 出して、 

厳し い 口調で 竹 見 を どなりつけた。 

「貴様に 平 靖号を やとうから 承知 をして くれな どと 

いっている のじ やない。 むこうの 船長に、 こっちの 命 

令 をった えり や、 それで 貴様の 役目 はす むんだ」 

「命令？ 平靖 号が そんな 不法な 命令 を 聞く 必要が ど 

こに ある ものです か」 

船長 も 竹 見 も、 どっち も かお を こわばらせて、 言い 

あった。 

「これ は 命令 だ。 この ノルマンの 命令な の だ。 平靖号 



の 船長が、 それ を 聞かない といったら、 こういつ てく 

れ。 "しからば、 こっち は、 お前の 船が、 中国人 を 装つ 

た 日本人の 乗組員で うごいて いる こと を、 むこうの 官 

憲に 知らせて やる。 こっちに は、 それ を 証拠 だてる 映 

画が ある ぞ" と、 そういって やる の だ。 映画の こと は 

貴様に 見せて おいた から、 どの位の 値 打の ある 映画 だ 

か、 貴様から、 よく はなして や るんだ」 

きょうはく 

「それ は 脅迫 だ。 恫喝 だ」 

「ふん、 なんとで もい え。 わし は、 一 旦 決心した こと 

は、 やりとおす 主義 だ。 さあ、 これから すぐ 用意 をし 

ろ、 本始 は、 間もなく 平靖 号に 接近して、 停^信号 を 



出す」 

竹 見 は、 なにもい わなかった。 いっても 無駄で ある 

ことが、 よく わかった の だ。 船長 ノルマン は、 おもつ 

たよりす ごい やつであった。 一目で、 平靖 号の 秘密 を 

さとり、 そして それ を 利用す るた め、 その 重大 光景 を 

映画に とってお いて、 今 それ をつ かおうと する の だつ 

た。 

竹 見 は、 ノルマン 船長の 命令 どお リ、 つかいに いく 

しかなかった。 

「仕方がない。 じゃあ、 平靖 号へ つかいに いくこと に 

しま T9」 



と、 わるびれず にいった。 

それ を 聞いた 船長 ノルマン は、 大 よろこびであった。 

早速 彼 は 電話 器に かかって、 平靖 号への 接近 を 命令し 

た。 船 は、 すぐさま 針路 を かえ、 そして スピ— ドを高 

めた。 そして^ -— ドに 新しく あげた 信号旗 を びらびら 

させながら、 平靖 号の 方へ 近づいて いった。 

竹 見 は、 身軽に ふなばたに 立って、 近づく 平靖号 を、 

じ つ と 見下ろし ていた。 

船長 ノルマン、 なぜき ゆうに、 平靖 号への 使者 を 出 

して、 雇 船 を 申し出た のであろう か。 

これより 一 時間 ほど 前、 船長 は 秘密 符号から 成る 電 



報 を うけとった。 その 電文に よると "サイゴン 港で、 

急に 貨物船 を 雇う 必要が できた から、 海上に おいて、 

至急、 貨物船 を さがして くれ〃 というい みのこと がし 

るされ てあつた。 発信人の 名 は、 もちろん 秘密 符号で 

しるされて あつたが、 それ を 解いて みると、 ポ ー ニン 

と 出た。 

ポ— ニン！ 

ポ— ニンと いえば、 フランス 氏と 仮り に 名 を かえ、 

サイ ゴ ン でしき りに セメント を 買い こんでいる あの 怪 

人物だった。 

汽船 ノ— マ 号の 始長 ノルマンと、 怪人 ポ ー ニンと は、 



「船長。 ああい う 場面 を 撮影され ちまつ たんです から、 

サイゴンに 入港す ると たんに 訴えられ、 そこで その ま 

だ ま 

ま 拿捕され てし まいます ぞ」 

「いや、 われわれ 日本人 は、 東洋 水面に おいて、 他国 

人から 1! 嚇 される 弱味 は、 なんにも 持って いないんだ」 

虎 船長 は、 きっぱりと そういって、 ノルマンの 申入 

れを しりぞけた。 この こと は、 早速 -— ド 上の 信号旗 

によって、 船長 ノルマンへ 通じられた。 

すると、 折 かえし ノルマンから、 返事が おくられて 

きた。 

「例の 映画 を、 平靖 号の 行く さきざきへ 配布して、 寄 



は あとの ことと して、 サイゴンへ 入らない うちに ノ— 

マ 号の 中へ 斬り こんで は、 どうでしょう」 

「そうだ。 それが いい。 平靖号 をノ — マ 号の そばへ 

持って いって、 いきなりぶ つつけ るの もい いとおもう- 

竹 見の はなしに よると、 むこうの 船 は、 火薬 船 だとい 

うこと だから、 こっちから ぶつつ けたと たんに、 火薬 

が 爆発して、 船長 ノルマン はじめ 船 もろともに、 空中 

へ ふきあげられて しまう だろう。 ねえ、 船長。 それ を 

やって みょうじ やないで すか」 

なにしろ 血の気が 多くて、 祖国 日本 を とびだした 連 

中の こと だから、 平靖 号が、 ここで ノ ー ルゥェ ー 汽船 



ないむね を 持て あまして いた 平靖 号の 船員た ち も、 異 

色 ある 亜熱帯 地方の 風物が、 両岸のう えに ながめられ 

るよう になって、 すこしば かし、 なぐさめられた。 

「いよいよ、 やって きた ぜ。 あれみ ろ、 妙な かっこう 

の 寺院み た いなもの が 見えら あ」 

「ふん、 あれ はノ ー トル. ダムだろう。 おれたち 俘虜 

ども 一同 そろって、 はやく 武運 をさず けた まえと、 お 

いのりに いこう じ やない か」 

「やかまし いやい。 捕虜 だなん て、 おもしろ くねえ こ 

と を、 いう もんじ やない」 

とうびょう 

そのうちに、 両船は 相 前後して、 投錨した。 お 互い 



なければ ならない のです か」 

警部 モロら しい 質問の もって いきかたであった。 

「それ は、 こっちに 必要が あるから だ。 そうすれば、 

ロロ— 船長、 あなたの もうけ も、 うんと ふえる」 

そうはい つたが、 それ は 返事に なって いないよ うで 

あった。 

「私 も、 大金 儲け はしたいです がね」 と、 警部 モロ は、 

わざとに やりと 笑顔 をつ くり 「だが、 船長と なった 以 

上 は、 船員の 厚生 福利 を かんがえて やらねば なり ませ 

んで ねえ。 まるで 牛馬 か 人造人間 のように、 部下 を 使 

役す る こと は、 できません。 もっとも これが^ 火事に 



「ええつ、 海の そこに、 潜水艦の 根拠地 を？ 一たい 

それ は、 どこの 国の 計画なん です か」 

しんぺん 

身辺の 危険 



怪人物 ポ— ニンと 警部 モロとの 間に、 どんな 程度の 

はなしが とりかわされ たかは、 つまびらかでない。 が、 

とにかく 二人 は、 間もなく 平靖 号の 船長室から、 至極 

:i: がよ さそう に、 すがた を あらわした。 



そういつ たの は、 ポ— ニンだった。 

「どうもよ くの みこめません が、 一 体 どういう わけで 

…：- J 

「さあ、 それ だが ねえ、 ノル スキ —」 と、 ポ ー ニン は、 

船長 ノルマン のこと を、 ノル スキ— と 呼んで、 「ちょつ 

あたま 

と 頭脳が きく やつ だとお もった から、 これ は 金 さえく 

れて やれば、 うまく こっちの 役に立つ とかん がえ たん 

だ。 まさか、 そのす じの ものと は、 おもわなかった よ。 

つまり あの 船長 ロロ— は、 そのす じの まわし 者に ちが 

いないと いう ことが、 はっきり したんだ」 

「へえ、 おどろき ましたな。 どうもまず いこと になつ 



あら：：' ようじ 

荒療治 



なにも 知らない 警部 モロ は、 上陸す ると、 すぐ その 

足で、 酒場 雑草 園へ いった。 それ は、 まず 忠実に いい 

つけられた 用事 を はたし、 ほかから うたがいの 眼 をむ 

けられない ためであった。 まさか 彼 は、 そのような 細 

心 の 注意が 、 もはや 無駄 だと は 知らなかった。 

警部 モロ は、 ビ— ル がすき であった。 



そのと き、 雑草 園の 本館の 方から、 がやがやと、 人 

のさ わぐ こえが、 きこえて きた。 

船長 ノルマン は、 ここで 人に 見つかって は あとが 面 

倒 だとお もった ので、 ハルクの かた を 叩き、 

「おい、 こ こじゃ、 具合が わるい。 かた を かして やる 

から、 つかまれ。 あっちで、 医者に 診せ て やる から」 

「う 1 ん、 いたい」 

ハルク は、 口で、 自分の シャツ を、 ペリ ペリと 引き 

破った。 それから、 片手 をつ かって、 ギリ ギリと 巻き、 

はぎ 

それで 右 脚 を、 ふくら 脛のう えで、 かたく 縛った。 そ 

の 間 も、 彼 はたえず、 獣の ようにう なつたり、 は あは 



「やつ」 竹 見 は、 いさを、 はっとと めた。 「それほど I 

I いや、 向う へいき ますよ」 

くみうち 

手元へ 飛び こんで 組 打と も 考えた が、 船長と 格闘す 

あんぴ 

る ことよりも、 自分に 親切に して くれた ハルクの 安否 

を はやく 見て やりたい とお もった ので、 歯 をく いし 

ばって 我慢した。 そして 倉庫の 出口へ 出て いった。 

船長 ノルマン は、 ぴゅ— と、 唾 を はくと、 やはり ハ 

ルク のこと が 気になる と 見え、 彼の 様子 を のぞきに 

いった。 

「あつ、 船長。 手 を かして くれ」 

ハルク は、 こえ を ふりしぼって さけ^。 



「船長。 は、 はやく …… 」 

「おい、 ハルク」 

「ええ ッ」 

「くたばる ものなら、 はやくく たばって しまえ」 

「な、 なんと …… 」 

「そうじゃ ないか。 お前の 不注意で、 蛇に かまれたん 

だ。 そのお かげで、 おれにまで、 つまらない 心配と、 

無駄な 時間と をつ いやさせ やが つた。 お前が はやく 死 

んで 呉れれば、 おれ はたす かるの だ。 おれば かリ では 

ない、 全 乗組員 も、 ポ— ニン 委員 も、 皆た すか るんだ」 

「うう— ッ I 



「ち、 畜生！ お、 おれ は 死なない ぞ！」 

「これ、 しずかに しろ」 

「お、 おれの 死ぬ とき や、 き、 貴様た ち も、 地獄へ 引 

ぱ つてい くんだ。 は、 うん、 くるしい」 

「まだ、 喋る か」 

「だれが、 き、 貴様た ちの 計画 どおりに —— -」 

「だまれ！」 

鬼の ような 船長 ノルマン は、 足 を あげて、 ハルクの 

顔 を、 下から うんと 力ま かせに 蹴上げた。 

ハルクの 顔から は、 たらたらと 赤い 血が ながれだし 

た。 



じゃどく 

つのる 蛇毒 

キ J そくえんえん 

蛇毒に やられて、 かびくさい 倉庫の 床に、 気息 奄々 

の ハルク ほど、 みじめな 者はなかった。 常 日ごろ、 が 巨 

人" という 名 を あたえられて 畏敬され ていた 彼 だけに 

今の 有様 は、 なみだな しで は 見られなかった。 

「おい、 竹。 どうした、 水兵 ナイフ は …… 」 

と、 巨人 ハルク は、 はあはあ 喘ぎながら、 水夫 竹 見 



に、 さいそく をした。 

「うん、 水兵 ナイフ は、 あつたが、 これ をお 前が にぎつ 

て、 どうす るつ もり かね」 

竹 見 は、 ハルクに いわれた とおり、 ズボンの ポケッ 

ト から 水兵 ナイフ を 出して、 刃 を 起して やった ものの 

^ J の とぎすまされた 水兵 ナイフ を、 重態 の ハルクに に 

ぎら せて いい もの かどう かにつ いて、 竹 見 は 迷った。 

「はやく、 は、 はやく、 こっちへ 呉れ。 な、 なに をぐ 

ずぐ ずして いる 」 

「はやく 渡せと いっても、 お前、 これ をに ぎって どう 

する つもり か」 



も 返事 をし なかった。 

ハルク を 抱きお こして、 その 口に ブラン デ— を 注ぎ 

こんで やろうと したが、 ハルク は 歯 をく いしば つて、 

口 を ひらかなかった。 彼の 顔面 は、 紙の ように 蒼白に 

なって いた。 

「おい、 ハルク。 死ぬな。 死ん じ や、 いけない ぞ。 お 

れは、 医者 を さがして、 ここへ 引 張って くる。 それ ま 

では …… 」 

水夫 竹 見 は、 そこで 声が 出 なくなった。 そでで 両眼 

をぎ ゆ つ と y ,1 すりあげ、 

「それまで は、 死ん じ やならない ぞ。 気 をし つかり 



持って いるんだ！」 

竹 見 は、 この 世の中に、 ハルクが、 一等 彼の 愛する 

人間で あるよう に 思われて きた。 なんとかして、 ハル 

クを 助けて やらなければ ならな い。 

彼 は、 立ち上った。 

(このまま、 ハルク を ここに 残して おいて、 大丈夫 か 

しらん？) 

おも 

想い は、 ハルクの 一 つのす ういき、 一 つの はくいき 

にか かって、 心配 は 限りない。 だが、 このまま ぐずぐ 

ずして いれば、 結局 ハルク は、 死との 距離 を だんだん 

つめていく ばかりであろう。 なんにしても、 早く 医者 



げどく 

を ここへ 引 張って きて、 解毒の 注射 をう つ て もらう と 

かして、 正しい 手当 をう けさせねば 駄目で ある。 

竹 見 は、 ついに 最後の 決心 をして、 

「ハルク、 頑張って いるんだ ぞ」 

と、 彼の 耳許に 叫ぶ や、 破った まど を よじのぼり、 

外に 出た。 が、 彼 は、 うしろがみ を ひかれる 想いで あつ 

た。 

(なぜ、 おれ は、 こうして、 急に 気が よわくな つたん 

であろう？) 

竹 見 は、 自分の 心 をし かりつ けた。 しかし 彼 は、 ハ 

ルクの そば を はなれて いくのが、 いやで いやで 仕方が 



利用した うえ、 ハルクが 毒蛇の ために かまれて、 もう 

再起す る 力がない と 見る や、 れいこく にも、 ハルク を 

倉庫の 中に すてて しま つ た。 

彼 は、 倉庫の 鍵 を もってい たから 安心し きっていた。 

つ う ふう まど 

まさか、 あの 倉庫の 通風 窓が 破られる ことな ど は、 勘 

定に 入れて おかなかった。 だから、 鍵 を 自分の ポケッ 

ト にしつ かりにぎ つてい るかぎ り、 誰も ハルクの 傍に 

行く こと はでき ない ものと 信じて いた。 

(いずれ、 あとでもう 一度い つてみ よう。 ハルク は、 

たぶん 息 を ひきと つてい るだろう から、 そうしたら、 

後に 面倒のお こらない ために、 倉 車の 中に 穴 を ほって、 



ハルクの 死体 を うずめて しまおう) 

船長 ノルマン は、 自分た ちに 都合の よい ことば かり 

かんがえ、 そして 万事 手ぬ かりのな いように、 先の 

だんどり 

段 取 を、 心のう ちに 決めた のであった。 そこで 彼 は、 

モロ 殺しの こと も、 ハルク を 捨てた こと も、 知らん顔 

ゆうゆう 

をして、 悠々 と 火薬 船ノ ー マ 号へ もどって きたので 

あった。 

船で は、 怪人 ポ— ニンが、 彼の かえり を、 今か今か 

と 待ち かねていた。 

「おお、 ノルマン。 遅かった じ やない か」 

始長 ノルマンが、 部屋に 姿 を あらわす と、 ポ— ニン 



は、 手に していた ハ イボ— ルの 盃 を 下にお いて、 つ 

かっかと 入口へ、 ノルマン を 迎えに 出た。 

「どうも、 骨 をお りました よ」 

そういって、 ノルマン は、 ポ— ニンが、 もっとな に 

か 云い 出しそう なの を 手で せいして、 入口のと びら を 

ぴったり とじた。 

「おい、 結果 を 早く 聞こう。 あれ は、 どうした。 その 

い ぬ 

すじの 密偵 を片 づける こと は？」 

「あは はは、 もう 安心しても らいましょう。 あいつ は 

二度と、 この 船へ はやって 来ません ぜ。 万事す じがき 

じゃどく こんと > つ 

どおり、 うまくいきました。 蛇毒で 昏倒す ると ころ を 



大盤 ふるまい を はじめよう。 お前、 みなに そう 伝えろ。 

船に のこって いる やつ も、 できるだけ、 上陸 させて や 

るが いい」 

フス 5i」 

「どうす る、 その 大盤 ふるまい 始めの 命令 は。 お前が 

もう 一度 上陸して、 伝える ことにす るかね」 

「いや、 私 はこ こにいます。 そして 事務長 を 上陸 させ 

ましょう。」 

「お前 は 上陸し ない。 なぜ だ」 

「雑草 園に は、 あなた や 私が いない 方が いいので すよ。 

いり や、 また そのす じの やつな どに つかまって、 こつ 



だが、 なにしろ 深夜の ことで は あるし、 竹 見の 風体 

がよくな いうえに 言葉が うまく 通じない という 有様で、 

医者に 来ても らう 交渉 は、 どこでも、 なかなか うまく 

いかなかった。 

(ちえつ、 ぐずぐず してり や、 ハルクの 奴 は 冷くな つ 

てし まう！) 

と、 竹 見 は、 気が 気で ない が、 相手の 病院で は、 一 

け+6 ハ 

向う ごく 気配がない。 でも、 最後の 一軒で、 ようやく 

じゃどく ぬリ ぐす リ こびん 

蛇毒 を 消す 塗 薬 を 小壜に 入れても らう ことができた。 

竹 見 は、 それで 満足した わけではなかった が、 ハル 

クを、 あま リ 永く 放りば なしにし てお くこと もで きな 



一等 運転士の 手に は、 手帳の 一 頁 を ひき 裂いた もの 

が、 にぎられ ていたが、 それ も 血に そまって いた。 

「なに、 ほう、 これ は 竹 見、 お前 あての 手紙 だ」 

「なんです つて、 何と 書いて あるんで すか」 

竹 見に は、 英語が よくよ めない。 手紙 は、 英文 だつ 

た。 

「こういうんだ "親愛 ナル 竹ョ。 俺ハ復 謦ヲス ルン ダ。 

ばつびょう 

コノ 手紙 ヲ見 タラ、 ォ前ノ 船 ハス グニ 抜錨 シテ、 港外 

へ 出口。 ハルクた どういう 意味だろう か、 この 手紙 は」 

「えつ、 復謦！ 復謦 は、 わかる が、 お前の 船 は、 す 

ぐに いかり を あげて、 港外に でろ というの がわから な 



してもう ごきません」 

「もっと 石炭 を 放り こめ、 蒸気が、 まだ 十分 あがって 

レなレ じ やな レカ」 

「だめです。 そんなに 早く は 」 

「石炭！ 送風機！ バルブ 全開！ 錨 を 切つ ちま 

にや …… 」 

ガ— ン。 ガ— ン。 

竹 見の 傍に、 丸本 もやって きて、 どっち も 重い ハン 

マ ー を ふり かぶって、 錨 索のう えに 打ちお ろす。 錨 索 

は、 繰り返え される 衝撃の ため、 だんだん 熱して きた _ 

ガ— ン。 



か、，^ が、 り 力、， ど ぼ- 1 、ン 

「ああ、 切れた！」 

つよく 錨 索が 引 張られて いたと ころへ、 二人の ハン 

マ ー が 調子よ く 当った ので、 錨 索 は、 とうとう 見事に 

切断して、 水中へ とびこんで しまった。 

「おお、 切れた！ 全速」 

つる 

平靖号 は、 弦 を 切って 放 たれた 矢の ように、 水面 を 

a^c リ 、リ j ノヒ。 

「おお」 

しゅ ぼん だ き 

虎 隊長 は、 朱 盆の ような かお をして、 自ら 舵 器 を 握つ 

ている。 船 は 飛ぶ。 



底本 ： 「海 野 十三 全集 第 9 巻 怪 鳥艇」 三 一 書房 

1988 (昭和 S) 年^ 月^日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

初出" 「大日 本 青年」 (「浪 立つ 極東 航路」 の タイトルで。) 

※ 「丸本 慈 三」 と 「丸本 秀三」 の 混在 は、 底本 通りに 

しました。 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 .. 

校正 ： 原 田頌子 

2 o o 4 年 3 月 5 日 作成 

2009 年 7 月 M 日. ^正 



青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



